
参考文書 Ｓｃｏｒｉｎｇ Ｇｕｉｄｅ（シングルナンバー ハンディキャップの使い方） 

 最近のＲａｃｅでは 多くの場合シングルナンバーＴＭＦ が使われますので、以下ＯＲＣが用意する 最適な シングルナンバーの使い方を 記述します。少なくともいかなる風速域、または風向ですべて 同じワンナンバーＴＭＦ数値で対応するということは、個々の艇の性能曲線を無視することになり、ハンディキャップの公平性を失い、レーティング計測の意味をも失いますので注意ください。このことはいかなるレーティングシステムでも同じことが言えます。 正確なレース結果の修正を行うためにはＰＬＳ，ＰＣＳ、Ｗｉｎｄ Ｍａｔｒｉｘ方式も含めレース状況に合わせた選択が必要です。 

 Ｉｎｓｈｏｒｅ Ｒａｃｅ  １． 正確な Ｗｉｄｗａｒｄ・Ｌｅｅｗａｒｄ を Ｒａｃｅ主催者が設定する場合は、ＯＲＣではＴｒｉ－Ｎｕｍｂｅｒの ５０％５０％Ｗ／Ｌ ＴＭＦシングル ナンバー モデルが最適です、風速域は３種類からもっとも適切な選択をしてください。  解説１参照 ２． 上りと下りの Ｌｅｇ数が ５０％、５０％でなくなる場合、例えば５Ｌｅｇ（上り３本下り２本）の場合、５０％ ＷＬ Ｔｒｉを使うと 約１％程度の誤差が出ます、クラブレースなどでそのくらいは気にしないと言う場合には５０％ ＷＬ Ｔｒｉ の利用でよいでしょう。コース短縮などでは、可能なら偶数から偶数への短縮を推奨します。 解説１参照 ３． オリンピックコースの設定の場合ＩＬＣが適切ですが、 風速域が６ｋｔから２０Ｋｔ広範囲になる設定がされています。解説２参照 

 Ｏｆｆｓｈｏｒｅ Ｒａｃｅ １． Ｔｒｉ－Ｎｕｍｂｅｒ Ｃｉｒｃｕｌａｒ Ｒａｎｄｏｍ は風速域の加重平均をＣｉｒｃｕｌａｒ Ｒａｎｄｏｍ に適用した場合のシングルナンバーです。Ｂｅａｔ が５０％よりずっと 少ない場合のＯｆｆｓｈｏｒｅ に最適です。風速域の選択が必要です。 解説３参照 

 ２． Ｏｆｆｓｈｏｒｅ においてもコース設定がＢｅａｔ ５０％ 近くあれば、証書Ｉｎｓｈｏｒｅ欄に記載される ＷＬ Ｔｒｉ－ｎｕｍｂｅｒ を使うことも適当です。風速域が６ｋｔから２０Ｋｔまで広い場合 ＩＬＣナンバーが最適利用の場合もあります。解説４参照 

 全般的注意事項 １． ハンディキャップＲａｃｅではＲａｃｅ中無風域が長時間、また広範囲に生じる場合は無風域の時間が長ければ長いほどハンディキャップの公平性を失います、ただ長距離レースで、ラムラインを外れた水域での無風などは無視されるべきでしょう。解説５参照 ２． または安定した風速レンジのＲａｃｅの場合、Ｓｅｌｅｃｔｅｄ Ｃｏｕｒｓｅ による 風速域を選択することもできます。 解説６参照 



３． 証書に記載される Scoring Option はあくまで Model Of Scoring Option ですので Race実態に合わせて選択 もしくは TA 表から作り上げることが出来ます。 また Inshore Offshore に 分かれていますが風速、風向が 適当な場合はこだわる必要はありません。 
 解説１  風速域の選択による 各艇の性能差（各艇のＴＭＦ比率）は 大きく変わります、通常２－３％、極端な例では８％にもなり、逆転現象も当然ありますので、少なくともクラブ チャンピオン以上のレースでは風速域の選択なしには、公平なレースとはいえません。 Ｔｒｉ のＴＭＦ数値がＬ，Ｍ、Ｈで大きく変わるので心配になると思いますが、性能差は各艇のＴＭＦ比率ですのでＲＭＳは公平に扱っています。 証書 に記載される Ｔｒｉ－Ｎｕｍｂｅｒは ５０％，５０％ ＷＬです。 奇数Ｌｅｇ のＴｒｉ－Ｎｕｍｂｅｒを希望する場合、問い合わせてください、エクセル表で提供が可能です。 

 解説２ ＩＬＣ Ｂｅａｔ５０％、Ｒｅａｃｈ３０％、Ｒｕｎ２０％、６ｋｔ２４％、１０Ｋｔ３４％，２０ｋｔ４２％の加重平均。 

 解説３ 風速域は ＷＬ Ｔｒｉ－ｍｕｎｂｅｒ と同じ、  Ｌ＝風速域が ９Ｋｔ 以下の場合．  Ｍ＝風速域が ９－１４Ｋｔ の場合  Ｈ＝風速域が １４Ｋｔ 以上の場合です。 Ｃｉｒｃｕｌａｒ Ｒａｎｄｏｍ は 距離で上り（風上航）約２５％ と想定しています。 

 解説４ ただしＩＬＣは６ｋｔ２４％、１０ｋｔ３４％、２０ｋｔ４２％ で計算されていますから、たとえば微風域が主体である場合などは、Ｔｒｉ－Ｎｕｍｂｅｒの選択のほうが正確です。 

 解説５ 無風域の時間が長い場合ＴＯＴ方式は推奨できません、フリート全体に影響する無風に対してＴＯＤのみが正確な利用を可能にしますので事前に予測できる場合は利用を推奨します。ＧＰＳの距離測定の誤差は無風誤差よりずっと少ないです。 

 解説６ Ｓｅｌｅｃｔｅｄ Ｃｏｕｒｓｅを選択する場合、風速は選択した風速を中心にしてプラスマイナス２Ｋｔ約２０％、プラスマイナス４ｋｔ１２％、同様６ｋｔ５％、８ｋｔ２％で平均しています、これをＷｉｎｄ Ａｖｅｒａｇｉｎ



ｇ と言います。 Ｏｆｆｓｈｏｒｅでは ＴＡ表から風速風向域を選んで Ｗｉｎｄ Ｍａｔｒｉｘ 方式を計算 することも出来ます ＴＭＦ＝６００／ＴＡＭｉｘ、 。 ここでＴＡＭｉｘは ６０度、９０度、１２０度 など数種類の風向をまたは風速をＭｉｘできますので 比例案分することによって計算します。 ＴＭＦ＝６７５／（０．４ＴＡ１＋０．３ＴＡ２＋０．３ＴＡ３） など。 
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